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表紙の写真
マオウ科のEphedrasinica Stapf，麻黄，（ー）－ephe世ine,( + )-pseudoephedrine 
（モンゴル国ドルノド県にて， 2004年7月20日，小松かっ子撮影）
麻黄は発汗，解熱，鎮咳，鎮痛薬として，葛根湯，小青龍湯などに配合される重要な漢薬です。現在中国で
は，国土の保全政策（砂漠化防止）の一環として，全形品の麻黄の輸出を禁止しています。今後の麻黄の供給
不足を懸念して，中国産麻黄と同等の品質を有する Ephedra属植物をモンゴル国で、探索し，科学的評価研究を
行っています。
